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＜連絡事項＞

・第４回　看護グループ内研修【上級者対象】を下記の日程で開催します。
　日時：12月19日（月）　17：15～
　場所：2階会議室
テーマ：看護管理
　講師：高橋SGM
　当日の出欠予定の記入を12/18（日）までに各自でお願いします。
看護課共有→削除しないファイル→一般職研修→H28年度
→グループ内研修出席表
※名前のない方は名前を出欠表へ記入し、出欠予定を記入して下さい。
※各自筆記用具を持参して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・續石　啓介様～希望あり、PL追加で5日分処方となる。

・板垣　蔚城様～持参薬（八戸赤十字病院精神科より処方）本日昼から当院処法へ切り替

えとなり、4日分処方となる。

・松谷　さと子様～治験のテープは、剥がした状態で1時間以上経過するようなら一度剥

がしたものを代用して使用する事。

＜隔離入室患者様＞

・木村　格治様～終日隔離継続中。夜間良眠で経過。時々スタッフコールあるも、過度な要求等なく経過される。対面時の声高さも聞かれていない。引き続き、精神症状の観察を行い、症状改善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様＞

・續石　啓介様～膀胱留置カテーテル留置中。昨日排便が頻回にあって「眠れなかった」と話される。日中は訴えや不機嫌もなく、点滴の拒否もない。本日昨日同様に緑色便見られている。食事の拒否は続いている。引き続き、食事摂取と排泄状況の観察を行っていく。

・高田　マキ様～時々他者の近くで、怒り口調での独語聞かれている。スタッフ介入にてトラブルには至る事はない。引き続き他者トラブルに注意して介入していく。

・佐々木　フクエ様～食事は主食2/1、副食不食。エプリッチ1/2～2/3摂取。希死的発言なし。バイタル異常なし。酸素１Lで継続。酸素飽和濃度94～96％引き続き、食事摂取状況と身体状況の観察を行っていく。

・三浦　久司様～本日11：30東病棟Aユニット8号室へ措置入院。入院後より、ホール内の臭いが気になると話されトイレに行く他は部屋から出る事はないが、スタッフ促しで、ホールに出て来られ髭を剃っている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指していく。

・畑中　成夫様～喫煙時に、女性患者様にニヤツキながら「かわいいね」と話されたり、深夜帯でも神の声が聴こえると話されている。引き続き精神症状の観察をしていく。

・嶋守　興之樣～落ち着きなくホール内の徘徊している。易怒性はない。服薬時、拒否あるが、時間掛け、促しにて服用している。

＜安ヶ平Dr診察＞

・三浦　繁雄様～飲酒のきっかけについて、「インターネットハッキングされて何百万も盗まれた」「パソコンの画面から相手に自分の事を見られている」「私だけにピンポイントで来た」等話す。非現実的な話をしており、薬剤調整している。また、退院後の生活について、「今は退院する事しか考えられないです」と答える。退院後の生活についても少し考えてみる様指導受けている。本人、薬剤調整は不満等延べている。

＜田名部Dr診察＞

・吉島　知寿子様～入室直後、「主治医を代えたい、信用できない」と言い、措置解除が進まない事や、妹様が保護者を断った事、自動車税の支払いの件での説明不足等と不満を話す。「私が主人公のはず･･･」との発言が聞かれている。軽い脳梗塞があり、明日の朝よりバイアスピリン(100)1T

　1×朝/7T追加処方となる。

・畑中　成夫様～「神が女性について話してくる」と幻聴に左右された発言が聞かれ、女性スタッフや患者様との付き合いについて、しつこく話されている。女性との問題を起こさないように注意していく。

・小澤　和子様～先日の外泊で忘薬はあったが、病状の変化はなく経過。「家に帰りたい」と言われる。今後、退院に向け、家族面談を設定していく。採血結果より、貧血がある為、便潜血の検査指示出ている。

・石橋　ヒデ子様～牛乳嫌いの為、明日の朝からヨーグルトに変更となる。

氏名：三浦　久司 様

　生年月日：S50年9月9日　41歳

　　　性別：男性

　　主病名：統合失調症

　　　病棟：東Aユニット8号室

　入院形態：措置入院

　　主治医：田名部Dr

＜経過＞

　H17年7月頃、司法試験に向けての勉強に集中出来なくなったことを主訴として、東京都にあ
るとのがやとメンタルクリニックを初診。同院への通院を継続していたもの野、症状に改善なく、H20年7月末に通院を中断。経済的に困窮し、クレジット会社の支払いが出来なくなり、H20年9月中旬に実家のある八戸市へ帰省。H20年11月頃より、抑うつ感・疲労感、睡眠不安定等の症状が増悪して、H20.11.18当院を初診。当院への通院・薬物療法を継続。自己判断にて多めに服薬することもあった。H20年12月頃より、壁に向かって独語する等の統合失調症が疑われるようなエピソード(本人は言わず、母からの話)が認められH21.3.17を最後に当院への通院を中断。情動不安定で、家族に対して粗暴行為に至ることがあり、H21.3.22松平病院を初診し、統合失調症と診断され、同日、入院(医療保護)。H21年10月に退院後、通院は不定期で病状も不安

定であり、妄想・幻聴、易怒性・易興奮性等の症状が顕著となり、H25年6月、警察官同伴にて八戸市立市民病院[精神科]へ入院(医療保護)。H25年9月に退院後、通院・服薬せず、H26.6.2八戸市立市民病院[精神科]へ2回目の入院(医療保護)。H26.9.1退院後も通院・服薬せず、千葉県へ移住(生活保護受給)。しかし、生活が成り立たず、度々実家へ帰省し両親と生活していた。H27年11月、詳細は不明だが新潟県にて詐欺罪で逮捕・拘留されたこともあった。度々両親が説得し、「とのがやとメンタルクリニックなら受診する」と約束し、H27年12月末より千葉県へ戻り、受診。しかし同院へは2回のみの受診で、H28年4月に受診後、通院を中断。以後、千葉県へ住所を置いた状態で、八戸市へ帰省し生活していた。幻聴・妄想、独語・空笑、不眠等の症状が顕著で、家族が保健師へ相談し自宅訪問が行われたものの、怒鳴り帰すばかりであった。千葉県にある自宅内も、「臭い、汚い」といった理由で床一面に洗剤を敷き詰める、レンタカーを借り続け、両親が代理で料金を支払う等の行動があった。H28年8月末、八戸市内で不審者として保護されたが、釈放と同時に行方不明となった。H28.9.1釜石市にて飲酒運転にて逮捕・拘留。拘留を機に精神科病院への入院の検討が行われたが、H28.9.12釈放と同時に「病気じゃない」「千葉県へ戻る」等と訴え、職員や家族の説得に応じず、単身で千葉県にあるアパートへ

戻った。以後も病状は不安定で、精神科受診せず経過。

　H28.11.12深夜1時、自宅玄関の鍵が閉まっていたことから、2階の窓ガラスを割って侵入。両親が警察署へ通報し、同日、逮捕・拘留。自室内の床には砂糖が敷き詰められ、窓枠には醤油やそばつゆが蒔かれ、自宅や自宅近隣に線香をたく等の奇異行為が顕著であった。拘留中も易怒性・易興奮性、独語・空笑等の症状が顕著で、精神症状が顕著な様子が認められ、措置通報が行われた。一次診察（H28.11.29湊病院久保田Dr）・二次診察（みちのく記念病院楠野Dr）にて要措置と診断され、H28.12.2（金）11：30東Ａユニット8号室へ入院となる。
＜入院後の様子＞

入院後より、ホール内の臭いが気になると訴え、トイレに行く他は、部屋で臥床している。スタッフ促しで、ホールに出てこられ、髭を剃っている。その後の訴えなく休まれている。

